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私は子供の時から教会を通いましたが神様に対する真
実な信仰と愛がなくて神様を信じなくて畏れないと地
獄に入るという恐れで教会に通い礼拝しました。1996
年に不信者である旦那と結婚して以後も相変わらず恐
れと義務感で教会に通い形式的に礼拝を捧げました。 
そのように何年が経ってある日から膀胱炎にかかりま
した。痛みが酷くて 10日以上薬を飲んでみましたが
病状に変わりがないと医者は首をかじけてもう一度一
週間薬を飲んでみてそれでも効果がなかったら他のい
ろいろな検査をしてみましょうと言いました。医者の
表情を見て畏れて私は神様だけが治癒して下さること
考えました。その時から朝ことに断食祈りをして日を
決めて礼拝を捧げ始めました。礼拝の二日目、礼拝を
導いてくれた首区域長と共に教会堂に行って多くの涙
を流しながら形式に過ぎなかった私の信仰生活を悔い
改めました。何日が過ぎてその日も今までの私の罪と
弱さを告白し神様に許しと恵みを求めながら首区域長
と共に切なく祈りました。祈るときに聖霊洗礼といげ
んの賜物を受けました。そして祈りをする時に全身が
おかしい気運になり全能の神様が私の病気を治療して
くださる信仰が出来ました。神秘的な体験とともにそ
の時から神様の恵みと愛を新たに感じるようになり神
様が創って修めるこの世がとてもきれいに見えるよう
になりました。最後の礼拝を捧げる日の朝賛美を聞き
ながらまた寝入りましたが、急にしたのお腹が硬くな
り力が集まり下に抜ける感じがしました。 
そうしながら“万事が益となるように共に働く、 万
事が益となるように共に働く”という声が聞こえてび
っくりしながら起きました。恥ずかしいが前から信仰
生活をはじめ説教を聴いたのに私はその時まで神様の
天地創造とイエス様の十字架の愛に対する聖書知識だ
けあって子供のような何も知らなかった人でした。 
朝寝ている時にこの御言葉を聴いてこれがどんな意味
であるか悩みながら礼拝を捧げるときに“神を愛する
者たち、つまり、御計画に従って召された者たちには、
万事が益となるように共に働くということを、わたし
たちは知っています。”という主題で伝える神様の御
言葉を聴きました。とても驚いて珍しくて、瞬間全身
に鳥肌が立ち“私が朝聞いた御言葉である。”と病気

が確実に治った確信が思いました。次の日に病院に行
ったら本当に嘘のように医師がきれいに治ったと真に
奇異なことだと言いました。 
 “主は御言葉を遣わして彼らを癒し／破滅から彼ら
を救い出された。（詩篇 １０７：２０）御言葉の権
能を体験し神様に栄光を捧げました。その後神様と話
す祈りの時間がとても楽しくて説教御言葉を聴くこと
に受ける神様の御言葉がまるで蜂蜜のように甘く感じ、
主の事をしながら教会で奉仕することが真に楽しくて
興奮になり神様の恵みで満たされる信仰生活をするよ
うになりました。 
そうしながら喜びで信仰生活を始めた何ヶ月後、月曜
祈り会に行って祈りをすると何か私の心が不安になり
続けて祈られませんでした。私の旦那はその時旦那の
兄を助けて仕事をしていましたが、突然旦那が家を担
保にして貸し出しをしたのではないかと思いました。
礼拝が終わるや否や家に走ってそんな事実があるのか
旦那に聞いたが旦那はまったくそんな事はないと言い
ました。旦那の言った事を信じられなかったから次の
日に不動産に言って登記簿謄本の書類をみたらおろれ
たことが事実でした。旦那が私達の家全部を担保で貸
し出しをして兄の事業に加えたのです。 
この事を確認した瞬間前が見えなかったです。私と相
談一言もしなくて家を担保で、それだけでなく最高の
上限額まで貸し出しをしたことで不安が襲ってきて心
が苦痛でした。 
旦那と旦那の兄があまりにも憎んでしょうがなかった
です。その日の夜私の旦那に理由を聞いたら“何ヶ月
だけ使ってお金が出来たらすぐあなたのうちから返し
てくれるから貸し出ししてくれる”という頼みでどう
しても拒絶することが出来なかった言いました。酷く
けんかして次の日の朝ご飯の準備しようとしましたが
旦那がとても憎んだあまりどうしても食卓を準備する
事が出来なかったです。旦那に祈りをすると言って娘
の部屋に入って“とても大変で旦那と兄が憎んで生き
れないと神様に訴えながら助けてくださいと祈りまし
た。恨めしいなみだ、悔しい涙を流しながら祈りをす
る時神様は“忍耐は力の強さにまさる。自制の力は町
を占領するにまさる。(箴言 １６：３２)”“ 互い
にこのことを心がけなさい。それはキリスト․イエス
にもみられるものです。”（ピリピ人への手紙 ２：

５）という御言葉を覚え黙想しながら神霊な慰めを与
えてくださいました。そして足りない私を愛してくだ
さり神様は私の旦那も愛する御言葉をくださりじっと
考えると今まで私が旦那の救いのため最善をつくして
なかったから旦那を憎む資格もないと思いました。 
そして神様がくださったいろいろな約束の御言葉を考
えると私の心が平安に旦那を憎んだ心も雪がとろける
ようになりました。神様に感謝しながら旦那を以前よ
りもっと愛し旦那のためもっと祈ろうと決心しました。 
神様は続けてきた苦難を通して信仰が成長するように
導いてくださりただ神様だけ頼り愛し畏れる信仰生活
で真な満足と幸せを味わうようにしてくださいました。 
結局、家は競売されましたが、神様の恵みと助けでま
もなく新しい家が出来ました。神様に感謝しながら神
様が愛する旦那がいつ神様の前に出て礼拝を捧げるか、
その時を頼み希望しながら旦那の救いのためもっと祈
りました。 
真実な神様は姑の肝臓癌の手術を受け闘病生活をする
うちに旦那を神様のところに導いてくださいました。
それだけでなく姑もその病苦を通して偶像崇拝を捨て
生きていらっしゃる神様だけを捧げながら生きる恵み
を与えてくださいました。もっと感謝する事は、母も
病気を通して救ってくださり治療してくださり 70歳
になっても聖霊に満たされ私達の教会シホン聖殿で伝
道を良くする区域長だと話を聞き熱心に教会と聖徒を
仕えています。 万事が益となるように共に働いてく
ださった神様の恵みを声高く賛美捧げます。子供達も
真面目に礼拝を捧げ教会で奉仕をしていて旦那もあだ
信仰は弱くても教会の職分もなくても礼拝を捧げ伝道
する事にも自分なりに熱心にやっています。昔のこと
を思えばいくら神様に感謝するか分かりません。 
多くの人の中で私達を選んで子供をしてくださり御言
葉と聖霊で満たした教会を仕え 万事が益となるよう
に共に働くように導いてくださり勝利してくださる神
様に感謝を捧げます。 
私と私の家族全てが喜ぶときでも悩むときでも健康時
でも痛いときでも復活するときでも貧しいときでもひ
たすら主を愛し今よりもっと主を捧げ主の喜びになる
事を祈りながら神様に全ての栄光を捧げます。 
 

 

 

 

 
"わが主(しゅ)イエスキリストを相(あい)変(か)わら
ず愛(あい)しているすべての者(もの)に恩恵(おんけ
い)がいるべきだ"(エべソ 6:24)  
 
神(かみ)の善良(ぜんりょう)の心(こころ)、真実(し
んじつ)心(こころ)、愛(あい)、権能(けんのう)は永
遠(えいえん)不変(ふへん)です。・イエスキリストの
中(なか)にある者(もの)を向(む)けた神(かみ)様(さ
ま)の愛(あい)は永遠(えいえん)不変(ふへん)です。
私(わたし)たちにも変(か)わりがないことがあります。
その中(なか)で一番(いちばん)重大(じゅうだい)なこ
とが'主、イエス・キリストを相(あい)変(か)わらず
愛(あい)すること'まさにこれです。人生(じんせい)
に最(もっと)も不幸(ふこう)なこと、呪(のろ)いにな
ることは主のキリストキリストを向(む)けた愛(あい)
が変(か)わることです。主のキリストキリストを相
(あい)変(か)わらず愛(あい)したらその愛(あい)を変
(か)わるようにしようとする様々(さまざま)な状況
(じょうきょう)に対処(たいしょ)しなければなりませ
ん。 第(だい)一(いち)、苦難(くなん)という状況(じ
ょうきょう)に対処(たいしょ)する姿勢(しせい)に関
(かん)してご覧(らん)ください。私(わたし)たちの一
生(いっしょう)には様々(さまざま)な苦難(くなん)が
迫(せま)ってきます。初(はじ)めには信仰(しんこう)
生活(せいかつ)を振(ふ)り返(かえ)り、悔(く)い改
(あらた)めをします。それでも問題(もんだい)が解決
(かいけつ)されておらず、苦難(くなん)が続(つづ)く
と落胆(らくたん)と会議(かいぎ)が押(お)し寄(よ)せ
ます。このような状況(じょうきょう)を克服(こくふ
く)するには神(かみ)様(さま)を愛(あい)することが
信仰(しんこう)の目的(もくてき)であり、理由(りゆ
う)となるべきです。そして、旧約(きゅうやく)聖書
(せいしょ)ヨブ記(き)に登場(とうじょう)するヨブは
立派(りっぱ)な手本(てほん)を残(のこ)してくれまし
た。ある日(ひ)からヨブに連続(れんぞく)的(てき)な
災難(さいなん)が迫(せま)ってくるすべてのことを全
部(ぜんぶ)失(うしな)ってしまってしまいました.財
産(ざいさん)も子(こ)どもも健康(けんこう)もすべて
消(き)えました。それでもこの件(けん)すべてにヨブ
が罪(つみ)を犯(おか)さない、愚(おろ)かに神(かみ)
様(さま)を恨(うら)んでもいませんでしたヨブには神
(かみ)様(さま)を畏敬(いけい)することそれ自体(じ
たい)が彼(かれ)の存在(そんざい)理由(りゆう)であ

り、一(いち)番(ばん)貴重(きちょう)な資産(しさん)
である信仰(しんこう)を持(も)ったため、その恐(お
そ)ろしい苦難(くなん)を乗(の)り切(き)りました。
第(だい)二(に)に、逼迫(ひっぱく)という状況(じょ
うきょう)に対処(たいしょ)する姿勢(しせい)に関(か
ん)してご覧(らん)ください。自分(じぶん)がキリス
ト人(にん)ということを隠(かく)して務(つと)め、他
(ほか)の人(ひと)に福音(ふくいん)を伝(つた)えなく
ていけたら逼迫(ひっぱく)を受(う)けることができな
いのです。しかし、真(しん)の聖徒はそんなに信仰
(しんこう)生活(せいかつ)をできません。新約(しん
やく)聖書(せいしょ)使徒(しと)行(ぎょう)伝(でん)
でスデバン執事(しつじ)がユダヤ人(じん)の石(いし)
に当(あ)たって殉教(じゅんきょう)した記録(きろく)
だけを見(み)ても、主のイエスキリストを相(あい)変
(か)わらず愛(あい)している信仰(しんこう)を守(ま
も)るためにはどのような覚悟(かくご)が必要(ひつよ
う)な街(まち)をよく知(し)ることができます。スデ
バン執事(しつじ)は彼(かれ)を殺(ころ)そうとする群
(む)れの前(まえ)で避(さ)けられなくなった時(とき)、
空(そら)を仰(あお)いでみました。彼(かれ)は別(べ
つ)の次元(じげん)の現実(げんじつ)を見(み)たので
す。罪人(ざいにん)を愛(あい)して救援(きゅうえん)
をとろうと世(よ)の中(なか)に来(き)て十字(じゅう
じ)架(か)になくて死亡(しぼう)して復活(ふっかつ)
昇天(しょうてん)した神(かみ)様(さま)を思(おも)い
ながら空(そら)を仰(あお)いで見(み)たのです。その
とき神(かみ)様(さま)の栄光(えいこう)とイエスが神
(かみ)様(さま)の郵便(ゆうびん)に立(た)っていたの
が彼(かれ)に見(み)えました。その瞬間(しゅんかん)、
彼(かれ)の心(こころ)の中(なか)に安(やす)らかと喜
(よろこ)びと度胸(どきょう)のよさがいっぱいになり
ました。差別(さべつ)を受(う)ける時(とき)"私(わた
し)を通(つう)じて君(きみ)の悪口(わるくち)をして
逼迫(ひっぱく)して偽(いつわ)りで君(きみ)を逆らっ
てすべての悪(わる)い話(はなし)をする時(とき)はお
前(まえ)らには福(ふく)がある"(マタイによる福音書
5:11)したイエスのこの言葉(ことば)を考(かんが)え
て下(くだ)さい。そしてさんくれる神(かみ)様(さま)
の前(まえ)に立(た)つその日(ひ)を思(おも)いますの
で、驚(おどろ)くべき慰労(いろう)と力(ちから)を得
(え)て逼迫(ひっぱく)を十分(じゅうぶん)に克服(こ
くふく)することを願(ねが)います。第(だい)三(さ
ん)に、誘惑(ゆうわく)という状況(じょうきょう)に

対処(たいしょ)する姿勢(しせい)に関(かん)してご覧
(らん)ください。聖徒(せいと)たちの所(ところ)に近
(ちか)づいての誘惑(ゆうわく)は 2種類(しゅるい)が
あります。信仰(しんこう)生活(せいかつ)に一生(い
っしょう)懸命(けんめい)にできないようにする誘惑
(ゆうわく)とイエス・キリストによった恩(おん)と真
理(しんり)から離脱(りだつ)させる誘惑(ゆうわく)で
す。神(かみ)様(さま)の降臨(こうりん)が近(ちか)づ
くにつれて教会(きょうかい)と信徒(しんと)数(すう)
は増(ふ)えるが、正(ただ)しい信仰(しんこう)を持
(も)った人(ひと)は少(すく)ないものです。様々(さ
まざま)なもっともらしい名分(めいぶん)を掲(かか)
げて聖書(せいしょ)通(どお)りの考(かんが)えから離
(はな)れて世俗(せぞく)化(か)の道(みち)そして世界
(せかい)宗教(しゅうきょう)と連合(れんごう)する道
(みち)を行(い)く者(もの)が多(おお)くなることです。
名聲(めいせい)や黄金(おうごん)にまよって異端(い
たん)と宗教(しゅうきょう)多元(たげん)主義(しゅ
ぎ)を斗(と)湖(こ)と弁護(べんご)してくれる者(も
の)たちの数(かず)が次第(しだい)に増(ふ)えていま
す。、イエス・キリストの名前(なまえ)以外(いがい)
には天下(てんか)人間(にんげん)に他(ほか)の人(ひ
と)としては救援(きゅうえん)を得(え)られる他(た)
の名前(なまえ)を神(かみ)様(さま)がくれないとしま
した.このような信頼(しんらい)に決意(けつい)に立
(た)って不動(ふどう)の人(ひと)はすべての誘惑(ゆ
うわく)を充分(じゅうぶん)に勝(か)つことができま
す。"わが主(しゅ)イエスキリストを相(あい)変(か)
わらず愛(あい)しているすべての者(もの)に恩恵(お
んけい)がいるべきだ。"使徒(しと)パウロは聖霊(せ
いれい)の感動(かんどう)することを着(き)てこのよ
うに記録(きろく)しました。ここにおっしゃった'恩
(おん)'は極(きわ)めて豊(ゆた)かな内容(ないよう)
を持(も)っていて全部(ぜんぶ)形(かたち)言(げん)す
ることができません。'主、イエス・キリストを相(あ
い)変(か)わらず恋(こい)しきもの'にのみ許(ゆる)さ
れた恩恵です。 (チョヨンモク牧師(ぼくし)様(さま)
信仰(しんこう)コラム'青(あお)い超(ちょう)清(き
よ)い流(なが)れ'お話(はなし)中(ちゅう)で) 
 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の牧

場、清い川’本の語り中」  

 

[証]   神様は万事が益となるように共に働くことを導いてくださいました。 

[信仰コラム]     キリストを相(あい)変(か)わらず恋(こい)しきもの 

 

恵みと真理のニュース 
2013年 10月の四次  恵みと真理教会 

韓国 京畿道 安養市 萬安区 安養 5洞 458-5 / ☎82-31-443-3731 / www.gntc.net 

第 2013-36号 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“かの日が近づく来るのを見る。”という表現

が本文にあります . ここで言った  “かの日”

は聖書で  “主の日”(コリント人への第一の手

紙  5:5), “イエスキリストの日”(ピリピ人へ

の手紙  1:10), “人子の日”(ルカによる福音

書  17:26), “神様の日” (ペテロの第二の手紙 

3:12), “震怒の日”(ローマ人への手紙 2:5), 

“救贖の日”(エペソ人への手紙  4:30), “ヨ

ホバの日”(士師記  2:12, ヨエル書  1:5) な

どで多様に表現されています . イエスキリスト

が再臨なさる日を意味します . かの日が不信者

たちには神様の震怒が臨む日で審判を受ける日

になって , 信者たちにはイエスキリストの救贖

の恵みが身まで及ぶようになって復活する日に

なります. “かの日”は不可欠に近づいて来る

のです . すべての人に不可欠に近づく  “かの

日”がまたあります . この世を去る死の日がす

ぐ  “かの日”です . ヘブル人への手紙  9 章  

27 節に  “そして、一度だけ死ぬことと、死ん

だ後さばきを受けることとが、人間に定まって

いるように、” しました . このように自分に

不可欠に近付くようになる  “かの日”を備え

て一日一日をどうやって暮さなければならない

はずなのかを私たちは思わなければなりません . 

使徒パウロは彼の生涯の晩年に  “しかし、あ

なたは、何事にもつつしみ、苦難をしのび、伝

道者のわざをなし、自分の務を全うしなさい。

わたしは、すでに自身を犠牲としてささげてい

る。わたしが世を去るべき時はきた。わたしは

戦いをりっぱに戦いぬき、走るべき行程を走り

つくし、信仰を守りとおした。今や、義の冠が

わたしを待っているばかりである。かの日には、

公平な審判者である主が、それをさずけて下さ

るであろう。わたしばかりではなく、主の出現

を心から待ち望んでいたすべての人にも授けて

下 さ る で あ ろ う 。 ” (テ モ テ ヘ の 第 二 の 手 紙  

4:5～ 8). 私たちも使徒パウロのように言える

ように暮さなければなりません . そうするため

の方法が今日の本文に記録されています. “ま

た、約束をして下さったのは忠実なかたである

から、わたしたちの告白する望みを、動くこと

なくしっかりと持ち続け、愛と善行とを励むよ

うに互に努め、ある人たちがいつもしているよ

うに、集会をやめることはしないで互に励まし、

かの日が近づいているのを見て、ますます、そ

う し よ う で は な い か 。 （ ヘ ブ ル 人 へ の 手 紙 , 

10：２３～２５）” . 本文で三種類の要点をよ

く見ます . 

 

 

第一、約束したかたは頼もしいから私た

ちが信じる道理の所望を動かさずに固く

取りなさいと言いました. 

 
“私たちが信じる道理”と言うのは私たちの信

仰の告白あるいは私たちが告白する信仰を言い

ます. “私たちが信じる道理”を一つ一つすべ

て列挙しようとすると数えきれないほど多いで

す . その中で非常に核心的なことはイエス様の

弟子ペテロの信仰告白にあります . ガイサリャ

ピリピでイエスキリストが弟子たちに聞きまし

た . 

 

 

 

 

 

 

 

“あなたがたは私を誰だと言うのか?” イエス

様の質問に対してペテロが答えました. “主は

キリストであり , 生きていらっしゃっている神

様の御子です.” ペテロの返事は簡単だが完全

な信仰告白です. “イエスキリスト”という言

葉はヘブライ語ではメシアなのに神様が委任し

た事のために神様の送ることを受けられた者を

示します . 神様が罪人を救援するために彼のイ

エスキリストに任務をくださって時が満ちた時

にその任務を遂行するように世の中に送りまし

た. “生きていらっしゃっている神様の御子”

という言葉にはイエス様は神様の父がこの世の

中に行かせた永遠な神様の御子なのを意味しま

す . そして唯一の救援者なのを意味します . イ

エスキリストが親しくおっしゃるのを  “神は

そのひとり子を賜わったほどに、この世を愛し

て下さった。それは御子を信じる者がひとりも

滅 び な い で 、 永 遠 の 命 を 得 る た め で あ

る。”(ヨハネによる福音書  3:16), “イエス

は彼に言われた、「わたしは道であり、真理で

あり、命である。だれでもわたしによらないで

は、父のみもとに行くことはできない。” (ヨ

ハネによる福音書  14:6) しました . 

今日の使徒信條はペテロの告白から始まったこ

とで歳月が経ちながら多くの部分がそこに添加

されて整えられたのです .  

“我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず  

我はその独り子、我らの主イエスキリストを信

ず , 主は聖霊によりてやどりおとめマリアより

生まれ、ボンデ－オピラトのもとに苦しみを受

け、十字架につけられ、死にて葬られ、よみに

くだり三日目に死人の内よりよみがえり、天に

昇り、全能の父なる神の右に座したまえり、か

しこよりきたりて、生ける者と死ねる者とを審

きたまわん、  我は聖霊を信ず、聖なる  

公同の敎会と、聖徒の交わり、罪のゆるし身か

らだのよみがえり、とこしえの命を信ず  アー

メン。”  使徒神條は私たちが信じる聖書の内

容 , 福音の本質的な真理を簡潔に圧縮した信仰

の告白です .世の中には私たちのこのような信

仰告白を振るものなどがあります . その中には

患難があります . 患難による苦痛はイエスキリ

ストに対して私たちの信仰に疑心を抱くように

します . その中には逼迫があります . 逼迫によ

る苦痛とさびしさが私たちの信仰を振ります . 

その中には誘惑があります . 世の中の享楽 , 富

貴功名が私たちの心を惑わします . 私たちは信

仰告白を搖れるようにする世俗的な誘惑をきっ

ぱりと退けなければなりません . 世の中の賛辞

と名声に魅かれるとか  お金に惑わされて信仰

告白に行き違った事をしてはいけないです . 

私たちの信仰告白をあきらめるように振る患難

と逼迫と誘惑に対して私たちがどんなに対処し

なければなりませんか? “約束した方は頼もし

いから私たちが信じる道理の所望を動かさずに

固く取りなさい”と言いました . 私たちの信仰

告白には将来かなう所望が内包されています . 

復活の所望 , 天国の所望 , 主の前に立つ日ほめ

言葉と賞を受けるようになる所望 , このような

所望は世の中が与えることができないし奪うこ

とができない所望です . この所望は必ずかない

ます . 神様はうそをつかないで約束したことを

充分にすべて成すことができるからです . 私た

ちは信仰告白に内包された所望のよる期待感と

楽しいことで一杯な心を持って信仰告白が搖れ

ないように固くつかまえなければなりません . 

 

 

第二、お互いに振り返って愛と善行を励

ましなさいと言いました. 

 
お互いに振り返りなさいと言いました . 聖徒は

自分だけのためでないで教人たちに対して関心

を持って気配りしなければなりません . 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の信仰だけよく維持すれば良いと思わずに信

仰の兄弟姉妹たちが信仰生活がお上手になるよ

うに助けなければなりません . ガリリ湖はヘル

モン山で下がる水を受けてヨダン川で流される 

死海はヨダン川の水を受けて閉じこめておいて

います . ガリリ湖には多様な魚が暮して漁夫た

ちの歌音があるが死海は魚一匹ない死んだ湖で

す . 他人の信仰生活を助けるために力をつくせ

ば自分の信仰は活力があふれるようになります . 

一方に利己的な態度を取れば自分の信仰はしぼ

まれます . 

愛と善行を励ましなさいと言いました . 他人を

ねたみや讒訴することは愚鈍な行為です . こん

な事をすれば自分の心霊があばらになります . 

他人の愛と善行を励ますのに積極的にならなけ

ればなりません . 他人の愛と善行を励ます事を

すれば神様を嬉しくします . そして神様頃から

ほめ言葉と賞を受けるようになります . 

 

 

第三、集まるのを廃するある人々の習慣

のようにしなくてただ勧めて集まるのを

力をつくしなさいと言いました. 

 
聖徒たちは教会が決めた日に礼拜を差し上げる

ために集まるのに力をつくさなければなりませ

ん . 集まるのをなおざりにすれば初めには気楽

ではないです . しかし繰り返すようになれば尋

常になって結局習慣で固まります . だから集ま

るのをなおざりにする人を見たら賢く勧勉しな

ければなりません . 一言の勧勉が怠惰な心霊に

刺戟剤になることができます . 聖徒たちは教会

の集まりに参加することだけでも互いに大きい

お手助けになるようになります . 

寒い日なのでたきぎを焚く暖炉のそばで対話を

交わしていたムーディー牧師様にどんな人が質

問しました. “信仰生活をひとりにもよくする

ことができるのにわざわざ教会に集まらなけれ

ばならない理由が何ですか?” ムーディー牧師

様は何の返事もしないでただ火のやっとこをあ

げて暖炉でかっかっと燃えているすみび一つを

取り出しておきました . 返事を待っていた人が

少し後に初めてムーディー牧師様が自分の質問

に対する答を行動になさったことを悟りました . 

取り出しておいたすみびの熱気がすべて冷えて

しまったことを見たのです . 暖炉の中にある炭

火は相変らず真っ赤にかっかっと燃えている一

つを取り出しておくからいくらの間ないで熱気

がすべて冷えてしまいました . 

聖徒たちの集まりによく参加することは自分に

も教会の共同体に皆有益なのです . 神様は聖徒

たちの集まりを大事に思われありがたい約束を

くださいました . “また、よく言っておく。も

しあなたがたのうちのふたりが、どんな願い事

についても地上で心を合わせるなら、天にいま

すわたしの父はそれをかなえて下さるであろう。  

ふたりまたは三人が、わたしの名によって集ま

っている所には、わたしもその中にいるのであ

る」。” ( マタイによる福音書  18:19,20) し

ました . 歳月は泊まらないで  ずっと流れます . 

私たちがいつ天国から呼ばれるか知れないです . 

イエス様が私たちを連れに世の中にまたいらっ

しゃる  かの日がますます近づく来るのです . 

 

聖徒の皆さんは  “かの日が  近づく来るのを”

いつも思いながら  1) 信じる道理の所望を動か

さずに固く取ってください . 2) お互いに振り

返って愛と善行を励ましてください . 3) 集ま

るのを廃するある人々の習慣のようにしなくて

集まるのをもっと力をつくしてください .  

 

 

恵みと真理教会 チョヨンモク 牧師 

 

かの日が近づいているのを見るほど 


